
(57)【要約】

【課題】本発明は、複数の内視鏡による映像の位置関係

をより明確に把握することができる内視鏡画像表示装置

を得ることを目的とするものである。

【解決手段】座標変換演算部１６で求められた第１～第

４の内視鏡５～８の先端部の２次元座標データは、画像

描出回路部１３に入力される。画像描出回路部１３は、

第１～第４の内視鏡５～８から得られる複数の映像情報

と、医療診断画像装置１から得られる位置情報、即ち２

次元座標データとに基づいて、各内視鏡５～８による映

像を各内視鏡５～８の位置に対応するモニタ１７上の位

置に表示する。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 複 数 の 内 視 鏡 か ら 得 ら れ る 複 数 の 映 像 情 報 と 、 上 記 各 内 視 鏡 の 位 置 情 報 と に 基 づ い て 、
上 記 各 内 視 鏡 に よ る 映 像 を 上 記 各 内 視 鏡 の 位 置 に 対 応 す る モ ニ タ 上 の 位 置 に 表 示 す る 表 示
制 御 部 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 画 像 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 複 数 の 内 視 鏡 と 、
　 上 記 内 視 鏡 に よ る 映 像 を 表 示 す る モ ニ タ と 、
　 上 記 内 視 鏡 か ら 得 ら れ る 複 数 の 映 像 情 報 と 、 上 記 各 内 視 鏡 の 位 置 情 報 と に 基 づ い て 、 上
記 各 内 視 鏡 に よ る 映 像 を 上 記 各 内 視 鏡 の 位 置 に 対 応 す る 上 記 モ ニ タ 上 の 位 置 に 表 示 す る 表
示 制 御 部 と
　 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 画 像 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 上 記 表 示 制 御 部 は 、 上 記 内 視 鏡 が 配 置 さ れ た 領 域 を 撮 影 す る 医 療 診 断 画 像 装 置 か ら 上 記
位 置 情 報 を 得 る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 内 視 鏡 画 像 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 上 記 各 内 視 鏡 に は 、 上 記 医 療 診 断 画 像 装 置 に よ る 位 置 確 認 を 可 能 と す る た め の 指 標 物 が
設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の 内 視 鏡 画 像 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 上 記 表 示 制 御 部 は 、 所 定 時 間 以 内 の 過 去 の 上 記 内 視 鏡 に よ る 映 像 を 現 在 の 映 像 に 加 え て
上 記 モ ニ タ 上 に 表 示 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ４ の い ず れ か に 記 載 の 内 視 鏡
画 像 表 示 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 複 数 の 内 視 鏡 に よ る 映 像 を モ ニ タ に 表 示 す る 内 視 鏡 画 像 表 示 装 置 に 関 す る
も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム で は 、 複 数 の 電 子 内 視 鏡 に よ る 映 像 を 切 替 回 路 で 切 り 替 え る
こ と に よ り 、 １ つ の モ ニ タ 上 に 表 示 さ せ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ８ １ ３ １ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 上 記 の よ う な 従 来 の シ ス テ ム で は 、 各 内 視 鏡 が 体 内 の ど の 部 分 を 映 し 出 し て い
る の か 把 握 す る こ と が で き な か っ た 。 ま た 、 複 数 の 内 視 鏡 に よ る 映 像 を そ れ ぞ れ 別 々 の モ
ニ タ で 表 示 す る 方 法 も あ る が 、 こ の 場 合 も や は り 各 内 視 鏡 が 体 内 の ど の 部 分 を 映 し 出 し て
い る の か 把 握 す る こ と は で き な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 発 明 は 、 上 記 の よ う な 課 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ り 、 複 数 の 内 視 鏡 に
よ る 映 像 の 位 置 関 係 を よ り 明 確 に 把 握 す る こ と が で き る 内 視 鏡 画 像 表 示 装 置 を 得 る こ と を
目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 発 明 に 係 る 内 視 鏡 画 像 表 示 装 置 は 、 複 数 の 内 視 鏡 か ら 得 ら れ る 複 数 の 映 像 情 報 と 、
各 内 視 鏡 の 位 置 情 報 と に 基 づ い て 、 各 内 視 鏡 に よ る 映 像 を 上 記 各 内 視 鏡 の 位 置 に 対 応 す る
モ ニ タ 上 の 位 置 に 表 示 す る 表 示 制 御 部 を 備 え て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
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【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 発 明 の 内 視 鏡 画 像 表 示 装 置 は 、 表 示 制 御 部 に よ り 、 複 数 の 内 視 鏡 に よ る 映 像 を 各 内
視 鏡 の 位 置 に 対 応 す る モ ニ タ 上 の 位 置 に 表 示 す る の で 、 複 数 の 内 視 鏡 に よ る 映 像 の 位 置 関
係 を よ り 明 確 に 把 握 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 以 下 、 こ の 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
　 実 施 の 形 態 １ ．
　 図 １ は こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に よ る 内 視 鏡 画 像 表 示 装 置 を 示 す 構 成 図 で あ る 。 図 に お
い て 、 医 療 診 断 画 像 装 置 １ と し て は 、 例 え ば Ｃ Ｔ ス キ ャ ナ 装 置 、 Ｍ Ｒ Ｉ 装 置 、 Ｘ 線 診 断 装
置 又 は 超 音 波 診 断 装 置 等 が 用 い ら れ る 。 医 療 診 断 画 像 装 置 １ に は 、 撮 影 し た 画 像 を ３ 次 元
画 像 デ ー タ 化 す る 画 像 処 理 部 ２ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 医 療 診 断 画 像 装 置 １ の 撮 影 領 域 １ Ａ 内 に は 、 内 視 鏡 装 置 ３ の 先 端 部 が 配 置 さ れ て い る 。
内 視 鏡 装 置 ３ は 、 可 撓 外 筒 ４ と 、 可 撓 外 筒 ４ の 先 端 部 に 設 け ら れ た 第 １ の 内 視 鏡 （ 親 内 視
鏡 ） ５ と 、 可 撓 外 筒 ４ の 先 端 部 か ら 引 き 出 さ れ た 第 ２ ～ 第 ４ の 内 視 鏡 （ 子 内 視 鏡 ） ６ ～ ８
と を 有 し て い る 。 第 ２ ～ 第 ４ の 内 視 鏡 ６ ～ ８ は 、 そ れ ぞ れ 独 立 し て 変 形 可 能 （ 屈 曲 可 能 ）
に な っ て い る 。 ま た 、 各 内 視 鏡 ５ ～ ８ の 先 端 部 に は 、 Ｃ Ｃ Ｄ 等 の 撮 像 素 子 （ 図 示 せ ず ） が
設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 な お 、 こ の 内 視 鏡 装 置 ３ は 、 外 部 か ら 操 作 可 能 な 鉗 子 や メ ス を 第 ２ ～ 第 ４ の 内 視 鏡 ６ ～
８ の 先 端 部 に 設 け る こ と に よ り 、 内 視 鏡 外 科 手 術 支 援 装 置 （ 手 術 ロ ボ ッ ト ） と し て 用 い る
こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 第 １ ～ 第 ４ の 内 視 鏡 ５ ～ ８ か ら の 信 号 は 、 対 応 す る 第 １ ～ 第 ４ の 内 視 鏡 イ メ ー ジ プ ロ セ
ッ サ ９ ～ １ ２ に 入 力 さ れ る 。 内 視 鏡 イ メ ー ジ プ ロ セ ッ サ ９ ～ １ ２ は 、 撮 像 素 子 か ら の 信 号
を 映 像 信 号 に 変 換 す る 。 内 視 鏡 イ メ ー ジ プ ロ セ ッ サ ９ ～ １ ２ か ら の 映 像 信 号 は 、 表 示 制 御
部 と し て の 画 像 描 出 回 路 部 １ ３ に 入 力 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 各 内 視 鏡 ５ ～ ８ の 先 端 部 外 周 に は 、 医 療 診 断 画 像 装 置 １ に よ り 内 視 鏡 ５ ～ ８ の 先 端 部 の
位 置 を 検 出 す る た め の 指 標 物 （ マ ー カ ） ５ ａ ～ ８ ａ が 設 け ら れ て い る 。 例 え ば 、 医 療 診 断
画 像 装 置 １ が Ｍ Ｒ Ｉ 装 置 や Ｃ Ｔ ス キ ャ ナ 装 置 で あ る 場 合 、 指 標 物 ５ ａ ～ ８ ａ と し て は 水 又
は 脂 肪 等 を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 指 標 物 ５ ａ ～ ８ ａ は 、 患 者 断 層 画 像 と と も に 医 療 診 断 画 像 装 置 １ に よ り ３ 次 元 的 に 撮 像
さ れ る 。 医 療 診 断 画 像 装 置 １ が 撮 像 す る 画 像 は ３ 次 元 的 な 位 置 情 報 を 有 す る ボ リ ュ ー ム デ
ー タ で あ る た め 、 撮 像 さ れ た 指 標 物 ５ ａ ～ ８ ａ の 画 像 も ３ 次 元 的 な 位 置 情 報 を 有 し て い る
。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 画 像 処 理 部 ２ か ら の 信 号 は 、 位 置 検 出 部 １ ４ に 入 力 さ れ る 。 位 置 検 出 部 １ ４ は 、 画 像 処
理 部 ２ の 出 力 信 号 か ら 指 標 物 ５ ａ ～ ８ ａ の 座 標 を 検 出 す る 座 標 検 出 部 １ ５ と 、 座 標 検 出 部
１ ５ で 検 出 さ れ た 座 標 を ２ 次 元 座 標 に 変 換 す る 座 標 変 換 演 算 部 １ ６ と を 有 し て い る 。 位 置
検 出 部 １ ４ は コ ン ピ ュ ー タ を 有 し て お り 、 座 標 検 出 部 １ ５ 及 び 座 標 変 換 演 算 部 １ ６ の 機 能
は 、 コ ン ピ ュ ー タ の デ ジ タ ル 演 算 処 理 に よ り 実 現 さ れ る 。 ま た 、 位 置 検 出 部 １ ４ の コ ン ピ
ュ ー タ は 、 座 標 検 出 部 １ ５ 及 び 座 標 変 換 演 算 部 １ ６ の 機 能 を 実 現 す る た め の プ ロ グ ラ ム が
格 納 さ れ た 記 憶 部 と 、 プ ロ グ ラ ム に 基 づ い て 演 算 処 理 を 実 行 す る 処 理 部 （ Ｃ Ｐ Ｕ ） と を 有
し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 座 標 変 換 演 算 部 １ ６ で 求 め ら れ た 第 １ ～ 第 ４ の 内 視 鏡 ５ ～ ８ の 先 端 部 の ２ 次 元 座 標 デ ー
タ は 、 画 像 描 出 回 路 部 １ ３ に 入 力 さ れ る 。 画 像 描 出 回 路 部 １ ３ は 、 第 １ ～ 第 ４ の 内 視 鏡 ５
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～ ８ か ら 得 ら れ る 複 数 の 映 像 情 報 と 、 医 療 診 断 画 像 装 置 １ か ら 得 ら れ る 位 置 情 報 、 即 ち ２
次 元 座 標 デ ー タ と に 基 づ い て 、 各 内 視 鏡 ５ ～ ８ に よ る 映 像 を 各 内 視 鏡 ５ ～ ８ の 位 置 に 対 応
す る モ ニ タ １ ７ 上 の 位 置 に 表 示 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 例 え ば 、 第 １ ～ 第 ４ の 内 視 鏡 ５ ～ ８ の 先 端 部 の ３ 次 元 座 標 を 順 に Ｐ （ ｘ ， ｙ ， ｚ ） 、 Ｑ
（ ｘ ， ｙ ， ｚ ） 、 Ｒ （ ｘ ， ｙ ， ｚ ） 、 Ｓ （ ｘ ， ｙ ， ｚ ） と す る と 、 座 標 変 換 演 算 部 １ ６ で
は 、 こ れ ら の ３ 次 元 座 標 が ２ 次 元 座 標 Ｐ ’ （ ｘ ， ｙ ） 、 Ｑ ’ （ ｘ ， ｙ ） 、 Ｒ ’ （ ｘ ， ｙ ）
、 Ｓ ’ （ ｘ ， ｙ ） に 変 換 さ れ る 。 こ れ ら の ２ 次 元 座 標 は 、 モ ニ タ １ ７ 上 の 表 示 位 置 に 対 応
し て い る 。 即 ち 、 画 像 描 出 回 路 部 １ ３ は 、 各 内 視 鏡 ５ ～ ８ に よ る 映 像 の 中 心 が モ ニ タ １ ７
の 画 面 内 の 点 Ｐ ’ 、 点 Ｑ ’ 、 点 Ｒ ’ 、 点 Ｓ ’ に 位 置 す る よ う に 、 各 内 視 鏡 ５ ～ ８ に よ る 映
像 を 表 示 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 画 像 描 出 回 路 部 １ ３ は コ ン ピ ュ ー タ を 有 し て お り 、 上 記 の 画 像 描 出 回 路 部 １ ３ の 機 能 は
、 コ ン ピ ュ ー タ に よ り 実 現 さ れ る 。 画 像 描 出 回 路 部 １ ３ コ ン ピ ュ ー タ は 、 画 像 描 出 回 路 部
１ ３ の 機 能 を 実 現 す る た め の プ ロ グ ラ ム が 格 納 さ れ た 記 憶 部 と 、 プ ロ グ ラ ム に 基 づ い て 演
算 処 理 を 実 行 す る 処 理 部 （ Ｃ Ｐ Ｕ ） と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ２ は 図 １ の 内 視 鏡 画 像 表 示 装 置 に よ る 手 術 対 象 物 の 撮 影 の 様 子 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
図 ２ に 示 す よ う に 、 例 え ば 円 筒 状 の 臓 器 等 の 手 術 対 象 物 １ ８ を 第 １ ～ 第 ４ の 内 視 鏡 ５ ～ ８
に よ り 撮 影 す る 場 合 、 各 内 視 鏡 ５ ～ ８ は 、 手 術 対 象 物 １ ８ 上 の 患 部 １ ８ ａ の 互 い に 異 な る
撮 影 領 域 ５ Ａ ～ ８ Ａ を 撮 影 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ３ は 図 ２ の 第 １ ～ 第 ４ の 内 視 鏡 ５ ～ ８ に よ り 撮 影 さ れ た 映 像 の モ ニ タ １ ７ へ の 表 示 状
態 の 一 例 を 示 す 正 面 図 で あ る 。 こ の よ う に 、 立 体 的 な 患 部 １ ８ ａ の 映 像 は 、 例 え ば 患 部 １
８ ａ を 平 面 状 に 展 開 し た 映 像 と し て モ ニ タ １ ７ に 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の よ う な 内 視 鏡 画 像 表 示 装 置 に よ れ ば 、 第 １ ～ 第 ４ の 内 視 鏡 ５ ～ ８ に よ り 撮 影 さ れ た
映 像 を 、 個 別 の モ ニ タ に 表 示 す る の で は な く 、 共 通 の モ ニ タ １ ７ 上 に 表 示 し 、 し か も 各 内
視 鏡 ５ ～ ８ の 相 対 的 な 位 置 関 係 に 対 応 し た モ ニ タ １ ７ 上 の 位 置 に 表 示 す る の で 、 第 １ ～ 第
４ の 内 視 鏡 ５ ～ ８ に よ る 映 像 の 位 置 関 係 を よ り 明 確 に 把 握 す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 術
者 の 操 作 性 の 向 上 を 図 る こ と が で き る と と も に 、 患 部 １ ８ ａ の 全 体 像 の 把 握 を 容 易 に す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 各 内 視 鏡 ５ ～ ８ に は 、 医 療 診 断 画 像 装 置 １ に よ る 位 置 確 認 を 可 能 と す る た め の 指
標 物 ５ ａ ～ ８ ａ が 設 け ら れ て い る の で 、 内 視 鏡 ５ ～ ８ 自 体 が 医 療 診 断 画 像 装 置 １ に よ り 検
出 で き な い 材 料 に よ り 構 成 さ れ て い る 場 合 で あ っ て も 、 内 視 鏡 ５ ～ ８ の 先 端 部 の 位 置 を 容
易 に 検 出 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 医 療 診 断 画 像 装 置 １ と し て Ｍ Ｒ Ｉ 装 置 を 用 い る 場 合
、 金 属 製 の 内 視 鏡 は 磁 場 を 歪 ま せ る た め 、 非 磁 性 材 製 の 内 視 鏡 が 用 い ら れ る が 、 非 磁 性 材
製 の 内 視 鏡 は Ｍ Ｒ Ｉ 装 置 で 検 出 す る こ と が で き な い 。 し か し 、 指 標 物 ５ ａ ～ ８ ａ を 設 け る
こ と に よ り 、 内 視 鏡 ５ ～ ８ の 先 端 部 の 位 置 を 容 易 に 検 出 す る こ と が で き る 。 ま た 、 指 標 物
５ ａ ～ ８ ａ は 、 医 療 診 断 画 像 装 置 １ に よ る 撮 影 に 悪 影 響 を 及 ぼ す も の で は な い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 実 施 の 形 態 ２ ．
　 次 に 、 図 ４ は こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に よ る 内 視 鏡 画 像 表 示 装 置 を 示 す 構 成 図 で あ る 。
図 に お い て 、 画 像 描 出 回 路 部 １ ３ に は 、 内 視 鏡 イ メ ー ジ プ ロ セ ッ サ ９ ～ １ ２ か ら 入 力 さ れ
た 過 去 の 映 像 デ ー タ を そ の 映 像 デ ー タ に 対 応 す る ２ 次 元 座 標 デ ー タ に 関 連 付 け て 記 憶 す る
過 去 画 像 記 憶 部 １ ９ が 設 け ら れ て い る 。 そ し て 、 画 像 描 出 回 路 部 １ ３ は 、 所 定 時 間 以 内 の
過 去 の 内 視 鏡 ５ ～ ８ に よ る 映 像 を 現 在 の 映 像 に 加 え て モ ニ タ １ ７ 上 に 表 示 す る 。 他 の 構 成
は 、 実 施 の 形 態 １ と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
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　 図 ５ は 図 ４ の 内 視 鏡 画 像 表 示 装 置 に よ る 手 術 対 象 物 の 撮 影 の 様 子 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
図 ５ で は 、 第 ２ ～ 第 ４ の 内 視 鏡 ６ ～ ８ の 撮 影 領 域 ５ Ａ ～ ８ Ａ が 時 間 と と も に 移 動 し て い る
状 態 が 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ６ は 図 ５ の 第 １ ～ 第 ４ の 内 視 鏡 ５ ～ ８ に よ り 撮 影 さ れ た 映 像 の モ ニ タ １ ７ へ の 表 示 状
態 の 一 例 を 示 す 正 面 図 で あ る 。 こ の よ う に 、 モ ニ タ １ ７ に は 、 現 在 の 撮 影 領 域 ５ Ａ ～ ８ Ａ
内 の 映 像 に 重 畳 し て 、 所 定 時 間 前 の 撮 影 領 域 ５ Ａ － １ ～ ８ Ａ － １ 、 及 び さ ら に 所 定 時 間 前
の 撮 影 領 域 ５ Ａ － ２ ～ ８ Ａ － ２ が 残 像 と し て 表 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の よ う な 内 視 鏡 画 像 表 示 装 置 に よ れ ば 、 所 定 時 間 以 内 の 過 去 の 内 視 鏡 ５ ～ ８ に よ る 映
像 が 現 在 の 映 像 に 加 え て モ ニ タ １ ７ 上 に 表 示 さ れ る の で 、 内 視 鏡 ６ ～ ８ を 移 動 さ せ る こ と
で 、 よ り 広 い 範 囲 の 内 視 鏡 映 像 を 同 時 に 見 る こ と が で き 、 患 部 １ ８ ａ の 全 体 像 の 把 握 を 容
易 に す る こ と が で き る 。 ま た 、 よ り 長 時 間 に 渡 り 過 去 画 像 を 記 録 す れ ば 、 内 視 鏡 ５ ～ ８ で
一 度 撮 影 し た 全 て の 部 分 を モ ニ タ １ ７ 上 に 同 時 に 表 示 さ せ る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 な お 、 内 視 鏡 画 像 を 表 示 す る モ ニ タ に は 、 内 視 鏡 に よ る 映 像 の み を 表 示 さ せ て も よ い が
、 医 療 診 断 画 像 装 置 に よ る 画 像 を ２ 次 元 画 像 に 変 換 し て 内 視 鏡 に よ る 映 像 に 重 ね て 表 示 さ
せ て も よ い 。
　 ま た 、 医 療 診 断 画 像 装 置 と し て 超 音 波 診 断 装 置 を 用 い る 場 合 、 超 音 波 診 断 装 置 の 視 野 は
扇 形 で あ り 、 一 度 に 広 い 範 囲 を 撮 影 で き な い の で 、 複 数 回 に 分 け て 撮 影 を 行 い 、 複 数 の 撮
影 デ ー タ か ら 広 い 範 囲 の 画 像 デ ー タ を 得 て も よ い 。
　 さ ら に 、 内 視 鏡 の 数 は 特 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
　 さ ら に ま た 、 上 記 の 例 で は 、 全 て の 内 視 鏡 を 共 通 の 可 撓 外 筒 に 設 け た が 、 内 視 鏡 は １ つ
の 外 筒 に 設 け ら れ て い な く て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 上 記 の 例 で は 、 指 標 物 の 座 標 位 置 を 内 視 鏡 に よ る 映 像 の 中 心 と し た が 、 例 え ば 内
視 鏡 に よ る 映 像 の 周 縁 部 の 一 部 と し て も よ い 。
　 さ ら に 、 上 記 の 例 で は 、 表 示 制 御 部 と 画 像 描 出 回 路 部 と を 別 々 の 装 置 と し て 示 し た が 、
例 え ば 表 示 制 御 部 の コ ン ピ ュ ー タ に よ り 画 像 描 出 回 路 部 の 機 能 を 実 現 さ せ て も よ い 。
　 さ ら に ま た 、 図 ２ 及 び 図 ５ で は 、 手 術 対 象 物 に 対 し て ほ ぼ 同 じ 方 向 か ら 内 視 鏡 が 向 け ら
れ て い る が 、 例 え ば メ ス の 先 端 を 手 術 対 象 物 の 裏 側 か ら 見 る 場 合 な ど 、 内 視 鏡 の う ち の 一
部 が 手 術 対 象 物 の 裏 側 に 対 向 す る 場 合 で あ っ て も 、 １ つ の モ ニ タ 上 に 手 術 対 象 物 の 表 側 及
び 裏 側 の 映 像 を 同 時 に 表 示 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 指 標 物 の 大 き さ や 形 状 は 特 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 例 え ば 、 指 標 物 の 形 状 を
方 向 性 の あ る 形 状 （ 例 え ば 矢 印 等 ） と す る こ と に よ っ て 、 内 視 鏡 の 先 端 部 の 位 置 だ け で は
な く 、 内 視 鏡 の 向 き を 検 出 す る こ と が で き 、 モ ニ タ 上 の よ り 正 確 な 位 置 に 内 視 鏡 画 像 を 表
示 さ せ る こ と が で き る 。
　 さ ら に 、 図 ３ 及 び 図 ６ で は 、 各 内 視 鏡 に よ る 映 像 の 領 域 が 互 い に 離 隔 し て い る が 、 重 な
っ て い て も よ い こ と は 言 う ま で も な い 。
　 さ ら に ま た 、 内 視 鏡 の 材 料 が 医 療 診 断 画 像 装 置 に よ る 撮 影 の 妨 げ と な ら ず 、 し か も 医 療
診 断 画 像 装 置 に よ り 内 視 鏡 の 位 置 が 検 出 で き れ ば 、 指 標 物 は 必 ず し も 設 け な く て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 上 記 の 例 で は 、 医 療 診 断 画 像 装 置 か ら 内 視 鏡 の 位 置 情 報 を 得 た が 、 位 置 情 報 の 取
得 方 法 は こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え ば 多 関 節 構 造 の 内 視 鏡 を 用 い る 場 合 、 各 関
節 の 角 度 と 関 節 間 の 距 離 と か ら 内 視 鏡 の 先 端 部 の 位 置 を 演 算 に よ り 推 定 し 、 そ の 演 算 結 果
を 位 置 情 報 と し て も よ い 。
　 さ ら に 、 上 記 の 例 で は 、 内 視 鏡 の 位 置 情 報 を ２ 次 元 座 標 に 変 換 し 、 内 視 鏡 の 映 像 を 平 面
的 に 配 置 し て モ ニ タ に 表 示 し た が 、 内 視 鏡 の 位 置 情 報 を ３ 次 元 座 標 と し 、 立 体 的 に モ ニ タ
に 表 示 し て も よ い 。
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【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に よ る 内 視 鏡 画 像 表 示 装 置 を 示 す 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 内 視 鏡 画 像 表 示 装 置 に よ る 手 術 対 象 物 の 撮 影 の 様 子 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ の 第 １ ～ 第 ４ の 内 視 鏡 に よ り 撮 影 さ れ た 映 像 の モ ニ タ へ の 表 示 状 態 の 一 例 を
示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に よ る 内 視 鏡 画 像 表 示 装 置 を 示 す 構 成 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ の 内 視 鏡 画 像 表 示 装 置 に よ る 手 術 対 象 物 の 撮 影 の 様 子 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ５ の 第 １ ～ 第 ４ の 内 視 鏡 に よ り 撮 影 さ れ た 映 像 の モ ニ タ へ の 表 示 状 態 の 一 例 を
示 す 正 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 １ 　 医 療 診 断 画 像 装 置 、 ５ 　 第 １ の 内 視 鏡 、 ５ ａ ～ ８ ａ 　 指 標 物 、 ６ 　 第 ２ の 内 視 鏡 、
７ 　 第 ３ の 内 視 鏡 、 ８ 　 第 ４ の 内 視 鏡 、 １ ３ 　 画 像 描 出 回 路 部 （ 表 示 制 御 部 ） 、 １ ７ 　 モ
ニ タ 。
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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